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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　処理の実行のために設定する設定項目と当該設定項目の設定値とを対応付けた実行条件
を記憶する記憶手段と、
　ユーザによる設定項目の設定値を、前記処理を実現する機能毎に分割して登録するか、
あるいは一括して登録するか、の選択を受け付ける手段と、
　前記機能毎に分割して登録することが選択された場合、機能毎に、当該機能に含まれる
設定項目とその設定値を前記実行条件として前記記憶手段に登録する一方、一括して登録
することが選択された場合一括して登録する登録手段と、
　処理の実行のために設定項目に設定値を設定する際に、前記登録手段に登録された機能
が選択された場合、選択された機能に対応する設定項目の設定値を、前記記憶手段に記憶
された前記設定値に設定する設定手段と、
　を有することを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の情報処理装置において、
　各設定項目の初期値を記憶する初期値記憶手段を有し、
　前記設定手段は、処理の実行のために設定項目に設定値を設定する際に、前記登録手段
に登録された機能が選択されなかった場合、選択されなかった機能に対応する設定項目の
設定値として、前記初期値記憶手段に記憶された当該設定項目の初期値を設定することを
特徴とする情報処理装置。
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【請求項３】
　処理の実行のために設定する設定項目と当該設定項目の設定値とを対応付けた実行条件
を記憶する記憶手段をアクセス可能なコンピュータを、
　設定項目の設定値を、前記処理を実現する機能毎に分割して登録するか、あるいは一括
して登録するか、をユーザに選択させる手段、
　ユーザが前記処理を実現する機能毎に分割して登録することを選択した場合、機能毎に
、当該機能に含まれる設定項目とその設定値を前記実行条件として前記記憶手段に登録す
る登録手段、
　処理の実行のために設定項目に設定値を設定する際に、前記登録手段に登録された機能
が選択された場合、選択された機能に対応する設定項目の設定値を、前記記憶手段に記憶
された前記設定値に設定する設定手段、
　として機能させるための情報処理プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報処理装置及び情報処理プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　複合機では、スキャン、コピー、プリント、ファクス等の多様な処理機能が実行可能で
ある。ユーザは、これらの機能を組み合わせて処理を実行することができ、その際に各機
能に対し読取条件や出力条件等のパラメータ値を設定する必要がある。従来の複合機では
、パラメータの設定内容をジョブメモリに一括して保存し、これ以降の処理の実行時には
、保存した設定内容をジョブメモリから一括して読み出すことによって再利用可能にする
ジョブメモリ機能が提供されている。なお、保存したパラメータ値のうち一部の機能に関
連するパラメータ値のみを利用したい場合に、利用しない機能にロックをかけることによ
って読み出しを制御する技術が提案されている（例えば、特許文献１）。
【０００３】
【特許文献１】特開２００６－０６７２１０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、処理の実行のために設定すべき設定項目のうち、選択された一部の設定項目
に対して簡便に設定することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明に係る情報処理装置は、処理の実行のために設定する設定項目と当該設定項目の
設定値とを対応付けた実行条件を記憶する記憶手段と、
　ユーザによる設定項目の設定値を、前記処理を実現する機能毎に分割して登録するか、
あるいは一括して登録するか、の選択を受け付ける手段と、前記機能毎に分割して登録す
ることが選択された場合、機能毎に、当該機能に含まれる設定項目とその設定値を前記実
行条件として前記記憶手段に登録する一方、一括して登録することが選択された場合一括
して登録する登録手段と、処理の実行のために設定項目に設定値を設定する際に、前記登
録手段に登録された機能が選択された場合、選択された機能に対応する設定項目の設定値
を、前記記憶手段に記憶された前記設定値に設定する設定手段と、を有することを特徴と
する。
【０００７】
　また、各設定項目の初期値を記憶する初期値記憶手段を有し、前記設定手段は、処理の
実行のために設定項目に設定値を設定する際に、前記登録手段に登録された機能が選択さ
れなかった場合、選択されなかった機能に対応する設定項目の設定値として、前記初期値
記憶手段に記憶された当該設定項目の初期値を設定することを特徴とする。
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【００１０】
　本発明に係る情報処理プログラムは、処理の実行のために設定する設定項目と当該設定
項目の設定値とを対応付けた実行条件を記憶する記憶手段をアクセス可能なコンピュータ
を、設定項目の設定値を、前記処理を実現する機能毎に分割して登録するか、あるいは一
括して登録するか、をユーザに選択させる手段、ユーザが前記処理を実現する機能毎に分
割して登録することを選択した場合、機能毎に、当該機能に含まれる設定項目とその設定
値を前記実行条件として前記記憶手段に登録する登録手段、処理の実行のために設定項目
に設定値を設定する際に、前記登録手段に登録された機能が選択された場合、選択された
機能に対応する設定項目の設定値を、前記記憶手段に記憶された前記設定値に設定する設
定手段、として機能させるためのものである。
【発明の効果】
【００１１】
　請求項１，３記載の発明によれば、ユーザが処理を実現する機能毎に分割して登録する
ことを選択した場合、全ての設定項目の設定値を一括して登録する場合と比較して、再利
用するために必要な設定項目を登録する場合の利便性が向上する。
　また、処理の実行のために設定すべき設定項目を、機能ごとに関連する設定項目ごとに
設定することができる。
【００１３】
　請求項２記載の発明によれば、選択されなかった機能に対応する設定項目の設定値に初
期値を設定することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、図面に基づいて、本発明の好適な実施の形態について説明する。
【００１７】
実施の形態１．
　図１は、本発明に係る情報処理装置の一実施の形態を示したブロック構成図である。本
実施の形態における情報処理装置は、スキャン、コピー、プリント、ファクス等の処理機
能を有する複合機２０に搭載されたコンピュータにより実現される。本実施の形態におけ
る複合機２０は、少なくとも２以上の機能が搭載されている画像形成装置である。なお、
図１には、本実施の形態の説明に必要な構成要素のみが図示されている。
【００１８】
　図２は、本実施の形態における複合機２０のハードウェア構成図である。図２において
、ＣＰＵ２１は、ＲＯＭ２９に格納されたプログラムにしたがってスキャナ２４やプリン
タエンジン２６等本装置に搭載された各種機構の動作制御を行う。アドレスデータバス２
２は、ＣＰＵ２１の制御対象となる各種機構と接続してデータの通信を行う。操作パネル
２３は、ユーザからの指示の受け付け、情報の表示を行う。スキャナ２４は、ユーザがセ
ットした原稿を読み取り、電子データとしてＨＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｋ　Ｄｒｉｖｅ）
２５等に蓄積する。ＨＤＤ２５は、スキャナ２４を使用して読み取った電子文書などを格
納する。プリンタエンジン２６は、ＣＰＵ２１で実行される制御プログラムからの指示に
従い出力用紙上に画像を印字する。ネットワークインタフェース（Ｉ／Ｆ）２７は、ネッ
トワーク３１を接続し、他の装置から送られてくるジョブの受信、ジョブの実行結果情報
の送信、またブラウザ経由による本装置へのアクセスなどに利用される。ＲＡＭ２８は、
プログラム実行時のワークメモリや電子データ送受信時の通信バッファとして利用される
。ＲＯＭ２９は、本装置の制御や電子データの暗号、電子データの送受信に関する各種プ
ログラムが格納されている。各種プログラムが実行されることで後述する各構成要素が所
定の処理機能を発揮する。外部メディアインタフェース（Ｉ／Ｆ）３０は、ＵＳＢメモリ
、フラッシュメモリ等の外部メモリ機器とのインタフェースである。
【００１９】
　図１に戻り、本実施の形態における複合機２０は、ユーザインタフェース（ＵＩ）部１
、ジョブメモリ機能処理部２、ジョブ実行部３、初期値記憶部４及び機能セット記憶部５
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を有している。ユーザインタフェース（ＵＩ）部１は、パラメータ値の登録要求を受け付
ける登録要求受付部６、ジョブメモリ登録画面を操作パネル２３に表示する画面表示部７
、機能セット記憶部への登録指示を受け付ける登録指示受付部８及び機能セット記憶部か
ら登録内容を読み出す読出指示を受け付ける読出指示受付部９を有している。ジョブメモ
リ機能処理部２は、ジョブメモリ機能を実行する手段である。本実施の形態におけるジョ
ブメモリ機能処理部２は、ジョブの実行要求に応じてパラメータ設定画面に表示するパラ
メータ値を初期値記憶部４又は機能セット記憶部５から取得する。また、ジョブメモリ機
能処理部２は、ユーザからの登録指示に応じて設定されたパラメータ値を含む機能セット
を生成して機能セット記憶部５に登録する機能セット登録部１０と、ユーザからの指示に
応じて機能セット記憶部５から機能セットを読み出す機能セット読出部１１と、を有する
。ジョブ実行部３は、設定されたパラメータ値によってジョブに設定された処理機能を実
施する。初期値記憶部４は、各パラメータの初期値が設定されている記憶手段である。こ
の初期値記憶部４に予め登録されている初期値のデータ構成例を図３に示す。本実施の形
態における機能セット記憶部５には、各機能を実行する上で設定されたパラメータと当該
パラメータへの設定値とが対応付けされ、かつ機能毎にまとめて記憶されている。機能セ
ットについては後述する。
【００２０】
　複合機２０における各構成要素３１～３３は、複合機２０に搭載されたコンピュータと
、コンピュータに搭載されたＣＰＵ１で動作するプログラムとの協調動作により実現され
る。また、初期値記憶部４及び機能セット記憶部５は、複合機２０に搭載されたＨＤＤ２
５にて実現される。
【００２１】
　また、本実施の形態で用いるプログラムは、通信手段により提供することはもちろん、
ＣＤ－ＲＯＭやＤＶＤ－ＲＯＭ等のコンピュータ読み取り可能な記録媒体に格納して提供
することも可能である。通信手段や記録媒体から提供されたプログラムはコンピュータに
インストールされ、コンピュータのＣＰＵがインストールプログラムを順次実行すること
で各種処理が実現される。
【００２２】
　ここで、機能セットについて説明する。本実施の形態においては、処理の一例としてジ
ョブを、複合機２０に搭載された情報処理装置に実行させる場合について説明するが、ジ
ョブは、複数の機能を組み合わせることによって実現できる。そして、各機能を実行する
ためには、機能の実行に必要な種々のパラメータに対してパラメータ値を事前に設定する
必要がある。繰り返し同じ処理を実行したいユーザにとって、処理を実行する都度、設定
項目に対する設定値を入力するのでは、設定操作が面倒であるとともに、場合によっては
設定ミスをすることが考えられる。そのため、このような設定項目と設定値との組み合わ
せを、複合機内あるいは複合機外の記憶手段に登録しておき、処理の実行に先立って、登
録した設定項目と設定値の組み合わせを読み出して、設定を復元することが可能にしてい
る場合がある。このような設定項目と、設定値の組み合わせを、たとえば「ジョブメモリ
」と呼ぶ。なお、本実施の形態では、「パラメータ」と「設定項目」とを同義に用いてい
る。本実施の形態では、各機能を実行する上で各パラメータに設定した値を機能毎にまと
めて機能セット記憶部５に記憶させている。つまり、機能セットとは、パラメータの識別
情報の一例であるパラメータ名と、そのパラメータ値との組を機能毎にまとめたデータ群
のことをいう。機能セットには、原稿のサイズ、両面原稿、原稿画質、枠消し量やページ
連写といった読み取り系の機能セット、両面出力やＮｕｐ（複数ページを１枚の用紙にま
とめて印刷する機能）、仕分け、ステープル/パンチといった印字出力系の機能セット、
ファクスにおける送信先と通信モード、メール送信における送信アドレスとファイル分割
方法や圧縮設定、ネットワーク転送における転送先ＰＣのディレクトリとユーザ名、パス
ワードといった文書送信系の機能セット等がある。
【００２３】
　次に、本実施の形態における動作について説明する。まず、本実施の形態における機能
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セット記憶部５に機能セットを登録する処理について図４に示したフローチャートを用い
て説明する。
【００２４】
　所望のジョブを実行したいユーザが複合機２０の操作パネル２３を操作することで所定
のパラメータ設定画面（図示せず）を表示させ、そのパラメータ設定画面からジョブの実
行に必要なパラメータの設定を行う。一般に、パラメータの設定は、パラメータ設定画面
に初期値を表示し、ユーザが初期値を変更したい場合に、選択候補の中からパラメータ値
を選択するなどして行われるが、本実施の形態におけるジョブメモリ機能処理部２も基本
的には同様な処理によってパラメータの設定を行う。
【００２５】
　このとき、設定した内容を機能セット記憶部５に登録したい場合、ユーザは、所定の操
作を行うことでパラメータ値の登録要求を出す。登録要求を登録要求受付部６が受け付け
ると、ジョブメモリ機能処理部２は、ジョブメモリ登録画面を生成する。画面表示部７は
、この生成されたジョブメモリ登録画面を操作パネル２３に表示する（ステップ１１０）
。
【００２６】
　図５は、本実施の形態におけるジョブメモリ登録画面の表示例を示した図である。図５
から明らかなように、パラメータ名とそのパラメータの設定値との組は、機能毎に分けら
れて表示されている。この表示されたパラメータ値は、ユーザによって設定された値であ
る。
【００２７】
　ここで、ユーザが画面表示されたパラメータ値を機能セット記憶部５に保存したい場合
、画面上に登録指示部品として設けられた登録ボタン４１をクリック選択する。このとき
、分割して登録するか、あるいは従前の通り一括して登録するかを選択できるように、本
実施の形態ではチェックボックス４２を設けた。ここでは、図５に例示したようにチェッ
クした後に登録ボタン４１がクリック選択されたものとする。なお、チェックボックス４
２にチェックしない場合は、従前と同じように処理すればよいので説明を省略する。
【００２８】
　登録指示受付部８が、登録ボタン４１の選択操作を検出することで機能セット記憶部５
への登録指示を受け付けると（ステップ１２０）、ジョブメモリ機能処理部２は、その登
録指示に応じて、まずチェックボックス４２の選択状態を確認する（ステップ１３０）。
ここでは、チェックボックス４２がチェックされていたものとして説明する。この場合、
ジョブメモリ機能処理部２における機能セット登録部１０は、ジョブメモリ登録画面に表
示されていたパラメータ名とそのパラメータの設定値との組を機能毎に分割する。すなわ
ち、図５の例によると、機能セット登録部１０は、複合機２０が提供する機能を読取系機
能と印字出力系機能とからなる機能群に分けることで２つの機能セットを生成する（ステ
ップ１４０）。なお、図５では、便宜的に２つの機能のみを図示している。そして、生成
した２つの機能セットを機能セット記憶部５にジョブメモリとして登録する（ステップ１
５０）。
【００２９】
　図６は、本実施の形態におけるジョブメモリ５のデータ構成例及び機能セットのデータ
構成例を示した図である。機能セット記憶部５には、機能セットに関する情報が記憶され
る領域５３と、当該領域５３の使用の有無が設定されるフラグ領域５４とに、これらの機
能セットに関する情報５３，５４の組の識別番号が設定される領域５５が対応付けられて
登録される。なお、機能セットのジョブメモリ上の登録位置の決め方や削除等のデータ管
理に関しては、本実施の形態の要旨ではないので説明を省略する。
【００３０】
　機能セットに関する情報には、機能セットに、当該機能セットをユーザが識別するため
の機能セット名と機能セット記憶部５への登録日時が付加されて構成される。なお、機能
セット名は、登録ボタン４１の選択後にユーザに入力させるようにしてもよい。なお、そ
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の他にも登録者の氏名や識別番号等の登録者情報や当該機能セットの利用に関するアクセ
ス制御情報等を付加するようにしてもよい。図６から明らかなように、チェックボックス
４２がチェックされた分割登録指示の場合には、１つのジョブのために設定するパラメー
タ値は、機能毎にグループ分けして個別に登録される。
【００３１】
　続いて、機能セット記憶部５に登録された機能セットを利用したパラメータ値の設定処
理について図７に示したフローチャートを用いて説明する。
【００３２】
　所望のジョブを実行したいユーザが複合機２０の操作パネル２３を操作することで所定
のパラメータ設定画面（図示せず）を表示させ、そのパラメータ設定画面からジョブの実
行に必要なパラメータの設定を行う。このとき、機能セット記憶部５に登録されている機
能セットを利用したい場合、ユーザが所定の読み出し指示操作を行うと、読出指示受付部
９は、その読出指示を受け付ける（ステップ１６０）。すると、ジョブメモリ機能処理部
２は、その読出指示に応じて機能セット記憶部５に登録されている機能セット名を読み出
し、機能セット選択画面の所定位置に表示するように設定した機能セット選択画面を画面
表示部７に表示させる（ステップ１７０）。
【００３３】
　図８は、本実施の形態において操作パネル２３に表示される機能セット選択画面の表示
例を示した図である。図８には、機能毎に、機能名と、当該機能に関連する機能セットの
うちユーザに選択された機能セット名が表示される表示領域４４と、当該機能に関連する
機能セットをリスト表示させるボタン４５と、表示領域４４に表示された機能セットに含
まれるパラメータ名とその設定値との組が表示されるパラメータ表示領域４６と、選択さ
れた機能セットを用いる場合にチェックされるチェックボックス４３とが組にして表示さ
れる。
【００３４】
　ユーザは、機能セットを使用したい機能に対応するチェックボックス４３にチェックを
し、ボタン４５を操作することで当該機能に関連する機能セット名をプルダウンメニュー
にリスト表示し、その中から使用したい機能セットを選択する。選択された機能セットの
内容は、パラメータ表示領域４６に表示されるので、各パラメータ値を確認できる。
【００３５】
　機能セットを必要により選択した後、ユーザが設定ボタン４７をクリック選択すると、
ジョブメモリ機能処理部２における機能セット読出部１１は、チェックボックス４３にチ
ェックがされている機能に対しては、ユーザにより選択された機能セットを機能セット記
憶部５から読み出し、一方、チェックボックス４３にチェックがされていない機能に対し
ては、初期値記憶部４からパラメータの初期値を読み出す（ステップ１８０）。そして、
それぞれから読み出したパラメータ値をパラメータ設定画面に設定し、画面表示部７に操
作パネル２３に表示させる（ステップ１９０）。この後に所定のジョブ実行操作をユーザ
が行うことで、ジョブ実行部３は、以上のようにして設定されたパラメータ値によりジョ
ブを実行する。
【００３６】
実施の形態２．
　実施の形態１では、機能セット記憶部５に機能セットを登録する際、ユーザインタフェ
ースとして図５に示したジョブメモリ登録画面を利用した。本実施の形態では、実施の形
態１とは異なるユーザインタフェースを提供することを特徴としている。図９は、本実施
の形態におけるジョブメモリ登録画面の表示例を示した図である。なお、本実施の形態に
おける複合機２０のブロック構成及びハードウェア構成は、図１，２を用いて説明した実
施の形態１と同じでよい。
【００３７】
　以下、本実施の形態における機能セット記憶部５に機能セットを登録する処理について
説明するが、処理の基本的な内容は実施の形態１と同じでよいので、図４に示したフロー
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チャートを用いて説明し、同じ処理に関しては適宜省略する。
【００３８】
　ユーザからの要求に応じて、画面表示部７は、ジョブメモリ登録画面を操作パネル２３
に表示する（ステップ１１０）。このとき表示されるジョブメモリ登録画面は、図９に示
したとおりである。実施の形態１では、ジョブメモリ登録画面に、パラメータ値を機能毎
に分割して登録するか、あるいは従前の通り一括して登録するかを選択するチェックボッ
クス４２を１つ設けたが、本実施の形態では、機能名それぞれにグループ選択部品として
設けたチェックボックス４８を対応付けたことを特徴としている。
【００３９】
　ジョブメモリ登録画面上の登録ボタン４１の選択操作を検出することでジョブメモリの
登録指示を受け付けると（ステップ１２０）、ジョブメモリ機能処理部２は、その登録指
示に応じて、まずチェックボックス４８の選択状態を確認する（ステップ１３０）。ユー
ザが図９に例示したように読取系機能に対応したチェックボックス４８にはチェックし、
印字出力系機能に対応したチェックボックス４８にはチェックしなかったとすると、機能
セット登録部１０は、チェックされている読取系機能に関連するパラメータの名称と設定
値の組により読取系機能の機能セットを生成し（ステップ１４０）、ジョブメモリ５に登
録する（ステップ１５０）。一方、チェックされていない印字出力系機能に対しては機能
セットを生成しない。
【００４０】
　すなわち、実施の形態１では、チェックボックス４２をチェックすることによって分割
登録が指示された場合、複合機２０における全ての機能、本実施の形態の例では、読取系
機能及び印字出力機能についてそれぞれ機能セットが生成される。これに対し、本実施の
形態では、機能セットを生成した機能に対応付けられたチェックボックス４８にチェック
することで、チェックした機能のみに対して機能セットが生成されることになる。これに
より、本実施の形態では、図６に示した機能セット名が「両面左とじ読み取り」の機能セ
ットは生成されるが、「両面ステープルパンチ２ｕｐプリント」の機能セットは生成され
ない。
【００４１】
　なお、機能セット記憶部５に登録された機能セットを利用したパラメータ値の設定処理
は、実施の形態１と同じなので説明を省略する。
【００４２】
実施の形態３．
　実施の形態１では、パラメータ値の機能セット記憶部５への登録を機能セットとして機
能単位に行えるジョブメモリ登録画面を提供し、また、実施の形態３では、さらに機能セ
ットの登録の是非を機能毎に選択できるジョブメモリ登録画面を提供した。本実施の形態
では、さらに実施の形態１，２とは異なるユーザインタフェースを提供することを特徴と
している。
【００４３】
　図１０は、本実施の形態におけるジョブメモリ登録画面の表示例を示した図である。な
お、本実施の形態における複合機２０のブロック構成及びハードウェア構成は、図１，２
を用いて説明した実施の形態１と同じでよい。
【００４４】
　以下、本実施の形態における機能セット記憶部５に機能セットを登録する処理について
説明するが、処理の基本的な内容は実施の形態１と同じでよいので、図４に示したフロー
チャートを用いて説明し、同じ処理に関しては適宜省略する。
【００４５】
　ユーザからの要求に応じて、画面表示部７は、ジョブメモリ登録画面を操作パネル２３
に表示する（ステップ１１０）。このとき表示されるジョブメモリ登録画面は、図１０に
示したとおりである。実施の形態２では、機能名それぞれにグループ選択部品として設け
たチェックボックス４８を対応付けたが、本実施の形態では、さらにパラメータ名それぞ
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れに項目選択部品として設けたチェックボックス４９を対応付けたことを特徴としている
。
【００４６】
　登録ボタン４１の選択操作を検出することでジョブメモリの登録指示を受け付けると（
ステップ１２０）、ジョブメモリ機能処理部２は、その登録指示に応じて、まずチェック
ボックス４８の選択状態を確認する（ステップ１３０）。ユーザが図１０に例示したよう
に読取系機能に対応したチェックボックス４８にチェックがされている場合、機能セット
登録部１０は、さらに読取系機能に属するパラメータそれぞれに対応付けされたチェック
ボックス４９のチェックの有無を確認する。図１０の画面表示例では、読取系機能におけ
る全てのチェックボックス４９がチェックされているので、処理内容としては実施の形態
２と同様に、機能セット登録部１０は、チェックされている読取系機能に関連するパラメ
ータの名称と設定値の組により読取系機能の機能セットを生成し（ステップ１４０）、機
能セット記憶部５に登録する（ステップ１５０）。一方、印字出力系機能においては、「
ステープル」及び「パンチ」それぞれに対応したチェックボックス４９には、チェックが
されていないので、機能セット登録部１０は、印字出力系機能に属するパラメータのうち
チェックボックス４９にチェックがされていない「ステープル」及び「パンチ」を除くパ
ラメータの名称と設定値の組により印字出力系機能の機能セットを生成し（ステップ１４
０）、機能セット記憶部５に登録する（ステップ１５０）。
【００４７】
　図１１は、本実施の形態におけるジョブメモリのデータ構成例及び機能セットのデータ
構成例を示した図である。読取系機能の機能セットは、パラメータ全てのチェックボック
ス４９にチェックがされていたので、実施の形態１，２と同様の内容の機能セットが登録
される。一方、印字出力系機能の機能セットには、「ステープル」及び「パンチ」に対応
したチェックボックス４９にチェックがされていたので、実施の形態１で用いた図６にお
けるジョブメモリの内容と比較すれば明らかなように、「ステープル」及び「パンチ」の
パラメータ値は含まれていない。
【００４８】
　なお、機能セット記憶部５に登録された機能セットを利用したパラメータ値の設定処理
は、実施の形態１と同じなので説明を省略する。
【００４９】
　ところで、本実施の形態では、チェックボックス４９がチェックされると、それに対応
するパラメータ値を機能セット記憶部５に登録している。従って、ユーザインタフェース
として、チェックボックス４９がチェックされると、そのチェックボックス４９に対応す
るパラメータを含む機能のチェックボックス４８にも自動的にチェックを入れるようにす
れば都合がよい。また、機能のチェックボックス４８がチェックされると、そのチェック
ボックス４８に対応する機能に属するパラメータのチェックボックス４９にも自動的にチ
ェックを入れるようにしてもよい。つまり、ユーザは、チェックボックス４８に加えて機
能セット記憶部５に登録したいパラメータに対応したチェックボックス４９それぞれにチ
ェックをするのではなく、自動的にチェックされたチェックボックス４９のうち機能セッ
ト記憶部５に登録しなくてよいパラメータに対応したチェックボックス４９からチェック
を外すことになる。このように、各チェックボックス４８，４９に対するチェックの自動
設定に関しては、様々なパターンが考えられるが、いずれのパターンを採用するかは、パ
ラメータの数等によって適宜設計すればよい。
【００５０】
　上記各実施の形態では、ジョブの実行に用いられる機能として、読取系機能及び印字出
力系機能の２つの機能を例にして説明した。ただし、パラメータ（設定項目）をグループ
分けする機能の数や機能の分類方法については、これに限定されるものではない。
【００５１】
　図１２は、設定項目を、上記と異なる機能分類にてグループ分けする場合の一例を示し
た図である。図１２に示した機能及び設定項目の一覧表には、機能の種類と、各機能に属
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ループに群分けした場合の設定項目分類と、が示されている。この一覧表に従って設定項
目をグループ分けしてもよい。
【００５２】
　また、上記各実施の形態では、設定項目を機能セット記憶部５に登録するインタフェー
スとして異なるジョブメモリ登録画面を示したが、これらのジョブメモリ登録画面は、排
他的に用いるのではなく複数のジョブメモリ登録画面を用意して選択可能に用いるように
してもよい。
【００５３】
　また、本実施の形態では、機能で分割するという所定のグループ分け条件に従い設定項
目をグループ分けしたが、グループは、必ずしも機能によって分類する必要はなく、異な
るグループ分け条件に従って設定項目をグループ分けしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１】本発明に係る情報処理装置の実施の形態１を示したブロック構成図である。
【図２】実施の形態１における複合機のハードウェア構成図である。
【図３】実施の形態１における初期値記憶部に予め登録されている初期値のデータ構成例
を示した図である。
【図４】実施の形態１におけるジョブメモリ登録処理を示したフローチャートである。
【図５】実施の形態１におけるジョブメモリ登録画面の表示例を示した図である。
【図６】実施の形態１におけるジョブメモリのデータ構成例及び機能セットのデータ構成
例を示した図である。
【図７】実施の形態１におけるパラメータ設定処理を示したフローチャートである。
【図８】実施の形態１における機能セット選択画面の表示例を示した図である。
【図９】実施の形態２におけるジョブメモリ登録画面の表示例を示した図である。
【図１０】実施の形態３におけるジョブメモリ登録画面の表示例を示した図である。
【図１１】実施の形態３におけるジョブメモリのデータ構成例及び機能セットのデータ構
成例を示した図である。
【図１２】機能及び設定項目の一覧表の一例を示した図である。
【符号の説明】
【００５５】
　１　ユーザインタフェース（ＵＩ）部、２　ジョブメモリ機能処理部、３　ジョブ実行
部、４　初期値記憶部、５　機能セット記憶部（ジョブメモリ）、６　登録要求受付部、
７　画面表示部、８　登録指示受付部、９　読出指示受付部、１０　機能セット登録部、
１１　機能セット読出部、２０　情報処理装置（複合機）、２１　ＣＰＵ、２２　アドレ
スデータバス、２３　操作パネル、２４　スキャナ、２５　ハードディスクドライブ（Ｈ
ＤＤ）、２６　プリンタエンジン、２７　ネットワークインタフェース（Ｉ／Ｆ）、２８
　ＲＡＭ、２９　ＲＯＭ、３０　外部メディアインタフェース（Ｉ／Ｆ）、３１　ネット
ワーク。
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